
第
１４
章

国
際
競
争
力
を
測
る
―
―

競
争
力
指
数

●
競
争
力
へ
の
期
待
と
関
心

「
競
争
力
」
は
注
目
さ
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（W

orld
E

conom
ic

Forum

）
は
世
界
各
国
の
統
計
指
標
を
使
っ
て
国
の
競
争
力
順
位
を
公
表
し
て
い
る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
報
告
書
は
、
競
争
力
指
標
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
実
業
界

の
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
各
国
の
競
争
環
境
の
現
状
に
関
す
る
質
問
調
査
の
回
答
を
集
計
し
た
指
標
と
一
人

あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
購
買
力
平
価
で
調
整
し
た
も
の
）
と
の
統
計
的
関
係
を
世
界
各
国
の
デ
ー
タ
で
検
証
し
た
も

の
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ル
（Sanjaya

Lall
）
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
よ
う
な
競
争
力
指
標
は
、
経
済
学
の
伝
統
的
な
概
念
で
あ
る
「
比
較
優
位
」
の
経
済
モ
デ
ル
に
沿
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
競
争
力
指
標
と
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
の
間
で
統
計
的
に
有
意
な
関
係
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
競
争
力
指
標
↓
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
な
く
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
↓
競
争
力
指
標
と
い
う
因

第１４章 国際競争力を測る―― 競争力指数
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実
質
為
替
レ
ー
ト
＝
為
替
レ
ー
ト
×
外
国
物
価

自
国
物
価

果
関
係
を
示
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
（
金
融
市
場
や
イ
ン
フ
ラ
全
般
の
質
に
関
す
る
項
目
は
経
済
発
展
で
改

善
す
る
か
ら
）。
ま
た
、
企
業
経
営
者
へ
の
質
問
が
経
済
全
体
の
客
観
的
な
状
態
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

経
済
の
客
観
的
な
指
標
も
利
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
批
判
を
し
て
は
い
る
が
、
ラ
ル
は
企
業
の
活
動
を
左
右
す
る
経
済
環
境
に
注
目
す
る
こ
と

自
体
は
よ
い
問
題
設
定
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

●
実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト

競
争
力
の
も
う
ひ
と
つ
の
指
標
は
、
実
質
為
替
レ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
為
替
レ
ー
ト
を
自
国
と
外

国
の
物
価
水
準
の
比
率
で
調
整
し
た
価
格
競
争
力
の
指
標
で
あ
る
。

実
際
の
貿
易
で
重
要
な
の
は
ド
ル
だ
け
で
な
く
、
貿
易
相
手
国
と
自
国
の
通
貨
の
為
替
レ
ー
ト
で
あ
る

か
ら
、
貿
易
相
手
国
の
通
貨
を
輸
出
入
額
で
加
重
平
均
し
た
実
効
為
替
レ
ー
ト
（effective

exchange
rate

）
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も
重
要
な
輸
出
競
争
力
の
指
標
で
あ
る
。

表
１
と
図
１
は
、
世
界
銀
行
の
『
世
界
開
発
指
標
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
主
な
貿
易
相
手
国
の
通
貨
を
加
重
平
均
し
た
名
目
実
効
為
替
レ
ー
ト
を
実
質
化
し
た
も
の

で
、
先
進
国
で
は
単
位
労
働
費
用
が
、
ま
た
開
発
途
上
国
で
は
消
費
者
物
価
指
数
が
デ
フ
レ
ー
タ
ー
に
使

わ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
通
貨
の
加
重
平
均
を
使
う
の
で
、
基
準
年
（
こ
の
表
で
は
一
九
九
五
年
）
で
指
数

化
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
値
が
一
〇
〇
を
下
回
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
国
の
通
貨
の
実
質
価
値
は
相

対
的
に
低
下
し
、
そ
の
分
、
そ
の
国
の
輸
出
競
争
力
は
向
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
世
界
開
発
指

標
』
で
は
、
国
際
比
較
可
能
な
統
計
を
使
っ
て
計
算
し
て
い
る
関
係
で
、
こ
の
指
標
の
解
釈
は
慎
重
に
し

て
ほ
し
い
と
断
っ
て
い
る
。

●
顕
示
比
較
優
位
指
数

も
う
ひ
と
つ
、
国
際
競
争
力
を
み
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
比
較
優
位
の
指
標
で
あ
る
。
経
済
学
で
は

国
々
の
間
で
相
互
利
益
が
あ
る
か
ら
貿
易
が
起
こ
る
と
考
え
る
の
で
、
世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア
を
取
り
合

う
と
い
う
意
味
で
の
競
争
力
で
は
な
く
、
自
国
が
相
対
的
に
得
意
な
財
の
生
産
と
輸
出
に
特
化
す
る
こ
と

第１４章 国際競争力を測る―― 競争力指数
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実質実効為替レート
（２０００年）（１９９５年＝１００）

中国 １０７．６
日本 ９５．６
シンガポール ９５．５
オーストラリア ９４．５
パキスタン ９３．６
フィリピン ８９．８
マレーシア ８６．６
ニュージーランド ８３．３

図１ 実質実効為替レートの事例

（出所） World Bank（２００２）World Development Indicators 2002, Washington,
D.C. : World Bank, pp．３００―３０３.

表１ 実質実効為替レートの事例

（出所） World Bank（２００２）World Development
Indicators 2002, Washington, D.C.: World
Bank, pp．３００―３０３.
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（
比
較
優
位
）
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
国

の
世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
だ
け
で
は
自
国
の

利
益
は
他
国
の
損
失
に
な
る
だ
け
で
世
界
全
体
で
は
得
に

は
な
ら
ず
、
ま
た
輸
出
は
自
国
が
生
産
で
不
得
意
な
も
の

を
輸
入
で
き
る
た
め
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
国
が
相
対
的
に
得
意
な
分
野
を
知
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
最
適
な
貿
易
パ
タ
ー
ン
を
決
め
る
に
も
有
益

な
の
で
、
現
実
の
貿
易
統
計
に
示
さ
れ
た
比
較
優
位

（R
evealed

C
om

parative
A

dvantage
:

R
C

A

）
指
標
が
作
成

さ
れ
て
き
た
（「
基
本
公
式
」）。
現
実
の
貿
易
統
計
で
は
、
あ

る
国
が
あ
る
製
造
業
品
を
輸
出
し
て
別
の
製
造
業
品
を
輸

入
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
製
造
業
品
輸
出
―
製
造
業
品

輸
入＝

純
輸
出
を
使
う
と
い
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
（「
基

本
公
式

R
C

A
_２

」
参
照
）。

表
２
と
図
２
は
工
業
製
品
の
競
争
力
に
関
す
る
指
標
と

比較優位（RCA）の指標

Xijは第 i国の第 j 財の輸出額。Ximは第 i国の製造業品輸出額。
Xwjは世界の第 j 財輸出額、Xwmは世界の製造業品輸出額。Mij

は第 i国の第 j 財の輸入額とする。

RCA_１＝
Xij�Xwj

Xim�Xwm

＝
第 i国の第 j 財輸出の世界貿易額に占める比率

世界製造業品輸出に占める第 i国製造業輸出シェア

RCA_２＝
Xij－Mij

Xij＋Mij

＝
第 i国の第 j 財の貿易収支

第 i国の第 j 財の輸出と輸入の合計

基本公式

第１４章 国際競争力を測る―― 競争力指数
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工業品輸出
（対商品輸出比、％）

ハイテク輸出
（対工業品輸出比、％）

日本 ９２ ２２
中国 ９２ ３１
韓国 ９１ ３２
バングラデシュ ９０ ０
フィリピン ８９ ７１
パキスタン ８２ ２
タイ ７７ ２７
マレーシア ７５ ５５
インド ７０ ５
スリランカ ７０ １
ブラジル ５４ １３
ベトナム ５３ ６
インドネシア ４７ １６
ロシア １９ ８

図２ 工業製品の貿易指標

（出所） 表２に同じ。

表２ 工業製品の貿易指標（２００５年）

（出所） 世界銀行（田村勝省訳）『世界開発報告２００８』一灯舎、
２００８年、３７４―３７５ページ（原著はWorld Bank（２００７）World
Development Report 2008 : Agriculture for Development）。
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し
て
、
工
業
製
品
と
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
輸
出
シ
ェ
ア
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
ハ
イ
テ
ク
製
品
」
は

Ｒ
＆
Ｄ
集
約
度
の
高
い
航
空
機
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
科
学
器
具
の
ほ
か
、
外
国
企
業
の
国
際
的
な
活
動

が
関
わ
る
こ
と
の
多
い
電
気
機
器
な
ど
が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
マ
レ
ー
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
高
い

値
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
か
ら
比
較
優
位
を
推
定
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

産
業
・
貿
易
政
策
立
案
の
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
活
用
し
た
方
が
よ
い
。
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